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に適当な文章を入れよ。　名大院医学研究科　入試問題より改題
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遺伝子、ゲノムの概念が説明できる。
DNA複製、転写、翻訳の概要が説明できる。
分子生物学的な論理的思考ができる。

現代の生命科学にとって、分子生物学的手法、考え方は欠かせない。
本講義では、遺伝子の実体としてのDNAの働きを中心に、遺伝情報の継承と機能発現
について基本原理を学ぶ。
単なる知識としてだけでなく、未知の生命現象に対する検証可能な問題設定、実験的
なアプローチ、結果から得られる考察までに至る研究の論理性について理解すること
を目的とする。

目的・概要

学習到達目標
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遺伝子やゲノムといった概念の確立から、遺伝情報が如何にして生命システムとして機
能するのか、という分子生物学の基礎を概説する。DNA複製、転写、翻訳を中心に、分
子生物学がもたらした生命科学の重要なコンセプトについて理解する。
ノーベル賞の対象となった具体的な研究例などから、その研究背景や実験について論じ
ることで、現在と今後の課題まで展望する。メンデルの見た世界から万能細胞など最近
のトピックスまで織り交ぜ、分子生物学の潮流を紹介したい。

授業概要

要望

成績判定基準
授業への参加度（出席、予習復習、小テストを含む）40％、期末試験60％

基礎的かつ論理的に講義を進めることで高校生物非履修者にも十分配慮するが、自分で
参考文献等を用いて学習することが大切である。毎回クイズや小テストを課すので、単
に講義を聴くだけでなく積極的な参加を希望する。ハンドアウトを準備するが、あえて
重要ポイントをあえて記述しない場合があるので集中して授業に参加してほしい。生物
学は単語、事象を暗記するのではなく、論理的に考えて理解することこそ重要です。
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1. 分子生物学一般

Molecular Biology of the Gene 5th ed. James Watson, et al., CSHL press

Molecular Biology of the CELL 5th ed. Bruce Alberts, et al., Garland Science

Essential Biology 3rd ed. Campbell, et al., Person Benjamin Cummings

「ベーシックマスター分子生物学」東中川徹 他編 オーム社

「分子生物学講義中継」井出利憲 羊土社

2. 読み物

「生命科学者になるための１０か条」 柳田充弘 著 ひつじ科学ブックス

「小さな小さなクローディン発見物語―若い研究者へ遺すメッセージ」月田 承一郎　羊土社

「At the Bench A Laboratory Navigator」 Kathy Barker, CSHL press

「分子生物学の誕生」鈴木理　細胞工学別冊　秀潤社

「生物と無生物のあいだ」福岡伸一 著　講談社現代新書

「二重らせん」J. Watson 著　講談社文庫

「がん遺伝子に挑む」　N. エインジャー 著 化学同人

「科学者という仕事」酒井邦嘉 著　中公新書

「生命とは何か」 E Schrödinger 著　岡 小天、鎮目恭夫　訳　岩波新書

参考図書
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2007 薬学部1年生アンケート結果
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次の言葉の意味が分かりますか？説明できるものに丸を付けよ
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ゲノム情報：生命の設計図

機能タンパク質

細胞、生体
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分子生物学

生命とは
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遺伝子

ゲノム
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Mendel第1法則
（1865）

遺伝するのは親の形質そのもの
ではなく、
であると仮定

Allele: 対立因子
単位形質を規定する独立因子
双方の親から受け継ぐ1対

現在「　　　　　　　　」と呼ぶ

純系を用いた8年間のエンドウ
の交配実験から
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Mendel第2法則
（1865）

ブリュン自然協会で「植物の雑種に関する実験」という題で発表
当時の植物学の権威K.Nägeliに別刷りを
送るが、注目されず。

1900年：メンデルの法則の再発見
　H. DeVries（オランダ）　
　C. Correns（ドイツ）
　E. Tschermak（オーストリア）
　1900年：M. Plankによる量子論
→ E. Schrödinger「What is Life?」（1944）
→ M.Delbrückによる分子生物学の始まり

1903年：W.S.Sutton（アメリカ）
　「遺伝の染色体説」：配偶子の観察
1909年：W.L.Johannsen（デンマーク）
　Gen（独）：Gene（英）、遺伝子（日）
　　　ドフリース「細胞内パンゲン説」
　　　遺伝の粒子Pangenの語尾からの造語
　 元々はダーウィンのパンゲネシス説に由来
　
  Genotype(遺伝子型)とPhenotype(表現型）
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生体

分裂

DNA RNA Protein
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大腸菌ゲノム　　        塩基対

ハエゲノム　　            塩基対

ヒトゲノム　　　　　  塩基対

13

今日のまとめ
分子生物学は単にDNAを使う分野ではなく、還元主義に基
づき生命メカニズムの解明とコンセプトを導き出すことが
重要である。

遺伝子とは、個体や細胞において子孫に伝えられる情報で
ある。

ゲノムとはその生物固有の全ての遺伝情報である。
一倍体染色体DNAの塩基配列情報
　　　ヒトゲノム、大腸菌ゲノム
　　　ミトコンドリアゲノム
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Lac operon Benno Muller-Hill, 堀越正美訳　Springer： 序より
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